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驀
舗
檬
鐵
響
搬
撫
ボ
晨
議
轟
〓
一献
一

①
理
事
会

。
評
議
員
会
の
開
催

。
理
事
会
の
開
催
　
　
　
　
　
４
回

・
評
議
員
会
の
開
催
　
　
　
　
３
回

②
監
事
会
の
実
施
　
　
　
　
　
　
１
回

０
支
会
長
、
事
務
局
会
議
の
開
催

５
回

０
会
員
加
入
促
進

普
通
会
員
　
　
３
６
，
９
０
３
日

特
別
会
員
　
　
　
１
，
１
５
２
回

法
人
会
員
　
　
　
　
　
２
０
９
口

団
体
会
員
　
　
　
　
　
１
１
１
日

暑
薔
‡
≡
轍

■
≡
■

①
ふ
れ
あ
い

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン

サ
ロ
ン
数

深
谷
４
３

岡
部
１
３

川
本
９

　

一化
園
２
３

計
８
８
カ
所

②
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞

開

催

日
　
３
月
２８
日

。
即
日

場
　
　
所
　
深
谷
シ
ネ
マ

上
映
作
品
　
か
い
け
つ
ゾ

ロ
リ
ま

も
る
ぜ
―
き
ょ
う
り

，　
　
　
　
　
　
　
ゅ
う
の
た
ま
ご

来
場
者
数
　
　
　
　
　
　
８
９
人

０
地
域
福
祉
推
進
事
業

。
社
協
各
支
会

へ
の
委
託
事
業

ふ
れ
あ
い

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

芸
能
祭
、
等

０
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

。
す
ぱ
―
く
深
谷
の
管
理
運
営

利
用
日
数
　
　
　
　
２
２
５
日

利
用
件
数
　
　
　
　
３
５
１
件

利
用
人
　
　
　
５
，
４
２
０
人

。
す
ぱ
―
く
岡
部
の
管
理
運
営

利
用
日
数
　
　
　
　
２
２
５
日

利
用
件
数
　
　
　
　
２
６
４
件

利
用
人
数
　
　
５
，
６
２
０
人

萎
鷺

鵞

薔

一■

■
一
＝
‡

‡

菫
董

革

一一一一菫

菫

菫

菫

①
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員
数
　
　
　
　
　
７
４
人

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
７
３
人

２
訪
間
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
　
　
　
　
　
１
１
０
人

８
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
３
８
人

一じ
敬
老
交
通
安
全
杖
支
給

利
用
者
数
　
　
　
　
　
４
５
８
人

０
小

。
中
学
生
に
よ
る
年
賀
状
送
付

送
付
枚
数

０
安
否
確
認
事
業

４
，
９
９
５
通

・
野
菜
ジ

ュ
ー
ス

（４
～
１１
月
）

利
用
者
数
　
　
１
，
３
１
４
人

。
乳
酸
菌
飲
料
サ
ー
ビ
ス
（１２
～
３
月
）

利
用
者
数
　
　
１
，
３
２
１
人

⑦
占
小訳

車
口
訳
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
　
点
訳
　
　
　
１
７
人

音
訳
　
　
　
２
９
人

③
在
宅
福
祉
推
進
車
貸
出

運
転
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
　
　
２
０
人

貸
出
件
数
　
　
　
　
　
５
８
６
件

利
用
者
数
　
　
　
　
　
５
２
５
人

車
両
の
み
貸
出
　
　
　
　
６
１
件

＝

絋

一■

一
一■
‡

・， ■

一

①
敬
老
会
の
開
催

実
　
　
施
　
　
　
　
　
　
　
９
月

開

催

数
　
　
　
市
内
１
２
会
場

参
加
者
数
（７４
歳
以
上
の
高
齢
者
）

６
，
１
２
１
人

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
件
数
　
　
　
１
，
８
７
５
件

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

二
次
予
防
事
業
把
握
事
業

対
象
者
数
　
　
　
２
５
３
人

二
次
予
防
事
業
教
室

参
加
者
数
　
　
　
　
４
７
人

）

介
護
予
防
支
援
延
べ
２
，
２
２
２
件

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
支
援

相
談
件
数
　
　
　
　
２
５
件

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
連
絡
会
１
０
６
人

地
域
ケ
ア
会
議
　
　
　
　
１
件

０
介
護
保
険
事
業

・
深
谷
事
業
所

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

指
定
居
宅
介
護
支
援

延
べ
１
，
５
１
０
件

介
護
予
防
支
援

延
べ
３
７
２
件

要
介
護
認
定
訪
問
調
査

延
べ
１
４
８
件

訪
問
介
護
事
業
所

利
用
者
数

延
べ
４
，
４
１
２
人

訪
問
入
浴
事
業
所

利
用
者
数
　
　
延
べ
５
３
５
人

・
花
園
事
業
所

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

指
定
居
宅
介
護
支
援
延
べ
９
９
０
件

介
護
予
防
支
援

延
べ
１
８
７
件

要
介
護
認
定
訪
問
調
査

延
べ
　
８
４
件

訪
間
介
護
事
業
所

利
用
者
数

延
べ

９
，
４
３
１
人
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謬

ｍ

一一撫離

薔
瀧

苺轟

鰺

睫

辣

辣

痣

饉

①
障
害
者
文
化
作
品
展
（市
と
の
共
催
）

開

催

日
　
１１
月
１５
日
～
１７
日

場
　
　
所
　
キ
ラ
ラ
上
柴
多
目
的

ホ
ー
ル
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

出

品

数

　

　

　

　

２
９
８
点

来
場
者
数
　
　
　
１
，
０
４
７
人

②
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（市

へ
の
協
力
）

開

催

日
　
１０
月
Ｈ
日

場
　
　
所
　
深
谷
市
総
合
体
育
館

参
加
者
数
　
　
　
　
　
７
３
０
人

③
手
話
通
訳
派
遣
事
業

利
用
者
実
人
数
　
　
　
　
３
７
人

利
用
団
体
　
　
　
　
　
１
３
団
体

延
べ
件
数
　
　
　
　
　
６
６
４
件

④
障
害
者
作
品
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

作
成
部
数
　
　
　
１
，
５
０
０
部

⑤
障
害
児
親
と
子
の
集
い

実

施

日
　
３
月
７
日

行

き

先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
１
２
人

⑥
障
害
者
自
立
支
援
事
業

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（居
宅
介
護
）

利
用
者
数

．
　

　

　

深
谷
事
業
所

延
べ
２
，
４
５
１
人

花
園
事
業
所

延
べ
２
，
０
７
７
人

地
域
生
活
支
援
事
業

）

訪
問
入
浴

利
用
者
数
　
　
延
べ
１
９
２
人

同
行
援
護

利
用
者
数
　
　
延
べ
　
８
７
人

⑦
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

相
談
件
数
　
延
べ
２
，
６
０
７
件

登
録
者
数
　
　
　
　
　
２
５
１
人

就
労
者
数
　
　
　
　
　
１
１
６
人

退
職
者
数
　
　
　
　
　
　
　
４
人

０
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業

・
指
定
障

害
児
相
談
支
援
事
業

障
害
者
　
　
　
　
　
　
　
５
９
人

障
害
児
　
　
　
　
　
　
　
　
２
人

華季

菫

嚢

譜

醸

ｉ

薗

豪

轟

螂
〓
講

〓

０
子
ど
も
会
育
成
特
別
推
進
事
業

社
協
各
支
会

へ
の
委
託
事
業

子
ど
も
会
助
成
、
バ
ス
ハ
イ
ク
等

〓議
菫
勲
轟
盪
暑
薄
藝
一譲
■
■
驚
＝
工， 議
一一曇
鱗
難
撥
颯

①
ひ
と
り
親
家
庭
親
と
子
の
集
い

。
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー

実
施
日
　
８
月
２
日

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
６
２
人

・
行
き
先
　
湯
の
丸
ス
キ
ー
場

実
施
日
　
２
月
１４
日

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
３
１
人

曇
工
藍
聾
朦
糠
囃
欝
一
督
一
‡
一
蓋
一
一キ
一

①
福
祉
資
金
の
貸
付

②
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

２
２
件

福
祉
資
金
・緊
急
小
日
資
金

６
件

教
育
支
援
資
金
　
　
　
　
　
１
件

総
合
支
援
資
金
　
　
　
　
　
１
件

要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型

生
活
資
金
　
　
　
　
　
　
　
０
件

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

生
活
支
援
員
　
　
　
　
　
　
６
人

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
２
５
人

０
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業

取
り
扱
い
実
績
　
　
　
　
２
０
件

３
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

検
討
委
員
会
の
開
催
　
　
　
５
回

相
談
及
び
利
用
支
援

問
合
せ
　
　
　
　
　
　
２
８
件

制
度
等
に
関
す
る
相
談

１
９
件

申
立
て
支
援
　
　
　
　
　
１
件

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
６
件

成
年
後
見
制
度
講
演
会

開
催
日
　
３
月
１４
日

場
　
所
　
深
谷
市
花
園
文
化
会

館
ア
ド
ニ
ス

講
演
会
　
成
年
後
見
制
度
の
現

状
と
課
題

講
　
師
　
畠
中
正
夫
氏

（社
会
福
祉
士
）

０
共
同
募
金
活
動
へ
の
協
力

赤
い
羽
根
共
同
募
金
実
績

１

４
，

１

６

９
，

４

４

９

円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
実
績

５
，

８

５

７
，

８

７

３

円

鸞嗽

凸

ポ

は

警

世‡

隆

隆

⑮

①
夏
休
み
体
験
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
事
業

障
害
児

。
者
施
設
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

参
加
者
数
　
　
　
　
　
２
６
人

高
齢
者
施
設
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

参
加
者
数
　
　
　
　
　
３
８
人

子
ど
も
の
施
設
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

参
加
者
数
　
　
　
　
　
９
１
人

②
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

相
談
件
数
　
　
　
　
　
１
５
１
件

斡
旋
件
数
　
　
　
　
　
１
４
１
件

③
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
助
成

団
体
数
　
　
　
　
　
　
　
３
団
体

助
成
金
額
　
　
７
２
，
０
０
０
円

④
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
集
い

開
催
日
　
２
月
２３
日

場
　
所
　
深
谷
市
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
者
数

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

３
１
人

白
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
連
絡
会
と

の
交
流

・
情
報
交
換
会

⑤
講
習
会

轟巨メール :shakyo@bb.た net.ne」 p



手
話
入
門
　
　
　
　
　
　
２
２
回

申
込
人
数
　
　
　
　
　
２
７
人

手
話
基
礎
　
　
　
　
　
　
２
５
回

申
込
人
数
　
　
　
　
　
　
９
人

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
　
４
６
回

申
込
人
数
　
　
　
　
　
　
７
人

音
訳
講
習
会

（中
級
）
　

　

５
回

参
加
者
数
　
　
　
　
　
３
９
人

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座

４
回

参
加
者
数
　
　
　
　
　
５
７
人

⑥
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
だ
よ
り

年
２
回
　
７
月

・
３
月
に
発
行

発
行
部
数
　
各
４
５
，
０
０
０
部

議
■
獣
難
欝
顎
樫
一
鯉
難
豊

①
各
種
団
体
事
務
局

深
谷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

深
谷
市
身
体
障
害
者
福
社
会

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
深
谷
市
地
区

深
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
有
功
会
深
谷
市
支
会

②
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集
活
動

へ
の

協
力一
般
社
資

８
，
５
５
４
，
７
０
６
円

特
別
社
資

２
，
０
６
５
，
０
０
０
円

， ‡
蓋
鵞
薔
量
ｉ
ま
一
一一一‡
ま
ま
菫
曇
菫

①
社
協
だ
よ
り
の
発
行

年
５
回
　
７
月

。
９
月

。
１２
月

。

２
月

。
３
月
に
発
行

発
行
部
　
　
各
４
５
，
０
０
０
部

②
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

開

催

日
　
２
月
１８
日

場
　
　
所
　
深
谷
市
花
園
文
化
会

館
ア
ド
ニ
ス

来
場
者
数
　
　
　
　
　
３
９
９
人

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

講
演
会

　

「中
村
久
子
伝
」
～

生
き
る
こ
と
、
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
～

講
　
師
　
一
龍
齋
春
水
氏

（講
談
師
／
声
優
）

０
福
祉
健
康
ま
つ
り
の
開
催

（実
行
委

員
会
体
制
）

開

催

日
　
１０
月
２５
日
～
２６
日

場
　
　
所
　
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

来
場
者
数
　
　
１
３
，
６
０
０
人

参
加
団
体
　
　
　
　
　
７
６
団
体

●
各
種
研
修
会

へ
の
参
加

参
加
研
修
数

０
教
育
実
習
生
の
受
入
れ

社
会
福
祉
現
場
実
習

受
入
れ
人
数

１
１
９
回

大
学
生３
人

(単位 :円 )

(単位 :円 )

収入の部

支出の部

収入の部 ■|

前期末支払資

金残高
370%

その他の収入■ |‐

37%
障害福祉サービ
ス等事業収入

科 目 決算額

会費収入 13,764,600

寄付金収入 4,117,122

補助金収入 111,685,508

受託金収入 24,320,745

貸付事業収入 571,000
介護事業収入 93,388,013
障害福祉サービス等事業収入 21,111,108
その他の収入 16,632,250

前期末支払資金残高 168,039,491
△
ロ 計 41513:629,837

科   目 決算額

人件費支出 184,533,047

事業費支出 13,123,995

事務費支出 30,680,733

貸付事業等支出 830.000

助成金支出 13,819,844

その他の支出 79,142,785

当期末支払資金残高 131,499,433

計
/_N
口 458:629:837



我
が
国
は
少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
と

と
も
に
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
等
の
改
革
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
社
会
福
祉
分
野
に
お
い
て

も
介
護
保
険
法
の
改
正
や
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
施
行
な
ど
、
各
種
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
福
祉
を
身
近
な

地
域
の
中
で
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
住
民
誰
も

が
共
に
支
え
、
助
け
合
い
、
全
て
の
人
が

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
出
来
る
体
制
の
整
備
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
台
風
や
竜
巻
、
大
雪
な
ど
の
自
然
災

害
に
対
し
、
改
め
て
災
害
対
策
の
重
要
性

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「地
域
住
民

の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

″り
」

の
実
現

の
た
め
、
行
政
、
民
生
委

員

・
児
童
委
員
、
自
治
会
、
施
設
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
、
関
係
団
体
、
地
域
住
民
と
連

携

・
協
働
し
、
住
民
の
様
々
な
生
活
課
題

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
必
要

な
支
援
を
見
極
め
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
や
小
地
域
福
祉
活
動
の
普
及

。
促

進
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

‐組
　
　
　
織

役
員
等
　
理
事
２０
名

（欠
員
１
名
）
、
監

事
３
名

（欠
員
１
名
）
、
評
議

員
４‐
名

（欠
員
１
名
）

事
務
局
　
事
務
局
職
員
３２
名

（正
職
１７
名
、
嘱
託
１５
名
）

●
　
重
点
目
標

①
社
会
貢
献
活
動

（あ
ん
し
ん
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業

へ
の
協
力
）

②
生
活
困
窮
者
支
援

③
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充

実

は

， ａ

， ＝

①
組
織
活
動
の
強
化
充
実

②
会
員
加
入
促
進

曇

露

‡
ま

ま

一
き

‡

一

①
小
地
域
福
祉
活
動

（ふ
れ
あ
い
。
い

き
い
き
サ
ロ
ン
）
の
普
及

②
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞

③
地
域
福
祉
推
進
事
業

（支
会
委
託
）

④
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
管
理

・
運

営

婁
菫
嚢
菫
千菫
一一番

毒
一菫
馨
重
董
一‡
‡
量
量
量
暑

①
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

②
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

③
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

④
敬
老
交
通
安
全
杖
の
支
給

⑤
小

。
中
学
生
に
よ
る
年
賀
状
送
付

⑥
安
否
確
認
事
業

⑦
福
祉
用
具
の
貸
出

③
移
送
サ
ー
ビ
ス

⑨
在
宅
福
祉
推
進
車
貸
出
事
業

曇
■
〓
■
≡
‡
， ｉ
一

①
敬
老
会

②
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

④
介
護
保
険
事
業

・
訪
問
介
護

。
居
宅
介
護
支
援

⑤
介
護
予
防
事
業

‡
薔
鵞
ξ
一ｉ
一■
一■
一一
■

①
障
害
者
文
化
作
品
展

（市
と
共
催
）

②
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（市

へ
の

協
力
）

③
手
話
通
訳
派
遣
事
業

④
障
害
者
作
品
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

⑤
障
害
児
親
と
子
の
集
い

⑥
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
居
宅
介
護

。
重
度
訪
問
介
護

。
同
行
援
護

⑦
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業

③
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業

⑨
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑩
障
害
児
者
団
体
活
動
の
援
助

曇
曇
ξ
一≡
驚

〓一言
一

①
子
ど
も
会
育
成
特
別
推
進
事
業

（支
会
委
託
）

菫
譲
量
薔
機
‡
率
‡
一疇
■
一
雌
‡
一一一一一櫨
麟
鸞
麟
鸞

①
ひ
と
り
親
家
庭
親
と
子
の
集
い



機理
働機燿羅滞
”“＝
蓋
一
薔
一
椰
颯〓
＝
一

①
福
祉
資
金
の
貸
付

②
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

・
総
合
支
援
資
金

・
福
祉
資
金

・
教
育
支
援
資
金

・
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

③
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
事
業

④
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
事
業

⑤
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

⑥
共
同
募
金
活
動
へ
の
協
力

灘
鸞
鵞
瑾
礁
鷺
一磯
磯
磯
奮
瑞
意̈
礁
磯
曇
靡
疇

①
夏
休
み
体
験
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
事
業

②
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
育
成
、
援
助

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
援

助ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
研
修
会

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
講
習
会

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
推
進

「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
だ
よ
り
」
の
発

行ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

①
団
体
活
動
の
援
助

②
各
種
団
体
事
務
局

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

。
身
体
障
害
者
福
祉
会

。
日
赤
埼
玉
県
支
部
深
谷
市
地
区

。
深
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団

・
埼
玉
県
日
赤
有
功
会
深
谷
市
支
会

‡
菫
■
■
‡
鸞
ま
ま
■
一ま
■
■

一̈警
菫
墨
曇

①
広
報
紙

「社
協
だ
よ
り
」
の
発
行

②
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

③
福
祉
健
康
ま
つ
り
の
開
催

（実
行
委

員
会
体
制
）

④
福
祉
の
心
を
育
む
交
流
事
業

埋礁
嘩
理
一一攘選

ｉ
桑
一菫

①
各
種
研
修
の
実
施

②
技
術
習
得
の
た
め
の
講
習
会
参
加

③
資
格
取
得
支
援

(単位 :千円)

(単位 :千円)

収入の部

支出の部

収入の部

|:''[lt身 |
入    ‐ || |

科 目 予算額

会費収入 13,807

寄付金収入 3,963

補助金収入 118,847

受託金収入 27,634

貸付事業収入 1.800

介護事業収入 86,636

障害福祉サービス等事業収入 17,822

その他の収入 15,105

前期末支払資金残高 4,233
/_N
口 計 2819:847

その他の支出 当期末支払資金残高

科 目 予算額

人件費支出 197,243

事業費支出 21,296

事務費支出 28,511

貸付事業等支出 1,800

助成金支出 14,492

その他の支出 18,221

当期末支払資金残高 8,284

計
∧
1 口
‐ 289:847



社会福祉協議会 (社協)は、 「社会福祉法第 109条Jにて 「地域福祉の推進を図ることを目的」と
して位置づけられている、地域福祉 。在宅福祉を推進する団体です。

深谷市社協の主な財源は、市の補助金や赤い羽根共同募金 。地域歳末たすけあい募金の配分金などと

ともに、会員の皆様からの会費によつて支えられています。

今年度も地域福祉推進の事業を実施していけるよう、 7月 。8月 を強化月間として、自治会組織のご

協力により会員募集を行いますので、ひとりでも多くの方にご加入いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。

1会 員
深谷市に在住、勤務する個人、

2 会員の種別と会費
●普通会員 1回 年額
●団体会員 1回 年額 3,
3 入会申し込み方法

法人、団体で、本会の趣旨 。目的にご賛同し、入会した方

後日、自治会役員の方が会費納入のお願いに訪問させていただきます。

なお、社会福祉協議会でも、随時、会員加入を受け付けておりますので、その際には、深谷市社会福

祉協議会 (住所 :深谷市本住町 12番 8号)まで、お越しいただきますよう、お願いいたします。

～ひとり親尿庭親子Anハイウ 傷祗ディラに―ラフ%のご案内～
深谷市社会福祉協議会では、市内在住のひとり親家庭親子を対象に、『ひとり親家庭親子バスハイク

事業～東京ディズニーランド～』を実施します。

詳細については、以下のとおりです。

■対 象 :市内在住のひとり親家庭親子  ■と き :平成 27年 8月 1日 (土 )
■行き先 :東京ディズニーランド     ■定 員 :先着 80名
■参加費 :親子 2人で 2, 000円 (子ども 1人につき、 1, 000円 )

※ 但し、パスポート代は、自己負担となります。
大人 (18歳以上)  6, 200円   中人 (12歳～ 17歳 )
小人 (4歳～ 11歳) 4, 000円   3歳 以下

300円    ●特別会員 1回 年額 1, 000円
000円    ●法人会員 1回 年額 5, 000円

5,400円
無 料

■申し込み問合わせ :平成 27年 7月 7日 (火)か ら参加費とパスポート代を添えて、深谷市社会福
祉協議会まで、お申込みください。

注意 l お申し込みの際は、ひとり親家庭等医療費受給者証などをご提示下さい。

1付金|(平成27年 2月 1日■
当協議会に対し次の寄付金が寄せられました。ありがとうございました。 (敬称略)

吉澤正則 10,000円 おたまじゃくしの会 22,951円
一市民 10,000円 農業共済組合退職参事会 4,410円

埼玉土建深谷寄居支部 10, 840円 帥ベルク深谷稲荷町店 47,525円
一市民 3,000円 帥ベルクフォルテ深谷店 21,114円

馬場 聡 4,900円 深谷市岡部地区市政振興会 1 8,766円

原 信重 10,988円 八千代流 139,567円

沖縄民踊 。手芸の会 秋桜 10,000円 原 信重 1 0,423円

ゆうゆうクラブ 3,000円 音澤正則 12,000円

ピアゴ川本店 28,405円 新井圭子 2,000円

深谷社交ダンス連盟 30,000円 演歌道場 20,000円

川本公民館まつり 17,811円 川本カラオケ愛好会 7,628円

深谷市自治会連合会藤沢支会OB会 23,489円 深谷市ダンス団体連絡協議会 30,000円

建設埼玉深谷地区本部青年部 10,000円 平成26年度手話通訳養成講座受講生一同 3, 000円



巾
日赤埼玉県支部深谷市地区からのお知らせ

董爾/1x赤十字社「有功薫J及び「感言ξ]状態愛撃報告会 賣

市内の企業及び個人に日本赤十字社から「有lJJ章」及び

市地区長である小島市長に受章報告会を行いました。

日本赤十字社「有功章」及び「感謝状」は、日本赤十字

社に対し多額の社費を納め、赤十字事業の進展に多大な貢

献をされた方を日本赤十字社が表彰するものです。

今回、総オリケイ様に「日本赤十字社金色有17J章」、ふ

かや農業協同組合様、岩崎静也様、斎川悦枝様に「日本赤

十字社銀色有功章」、い岡部葬祭様、齋川食晶工業輸様、

0書」烹楓様、広瀬八重子様に「日本赤十字社埼玉県支部長

感謝状J、 太宰歯科クリニック様、関□芳江様、小/1a泰子

様、笠越イネ子様、山口紀子様、松嶋安家庫様、中村玉枝

様、藤沼順子様、三村京子様に「日本赤十字社特別社員章」

が贈られました。

「感謝状」が贈呈され、 3月 16日 (月 )に日赤深谷

隕

鰺鰊
今年度も手話講習会が始まりました。

各講座の目標は…"・

〈入F5講座〉手話で自己紹介ができる

〈基礎講座〉ろう者と日常会話ができる

く養成講座〉手話通訳に必要な語彙と技術

:::|ll)111111:l∵

養成講座の様子

【入F5】

※閉講式にはみなさん揃って修了できるようにがんばつています。

【講座】

ぽ 喜糠轟

=啓

進象
|■年後見311寧 11関すぅご樺摯

千蕃年関するご相談・■■|
|^轟::関するご相談■|■|■
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【基礎】   【養成】

窓国の営業時FB5

午前 8:30～ 年後 5:15
お気軽にご相談ください
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